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質問項目（中項目） 

 

 

具体的質問内容（小項目） 

 

 

1．瀬戸市福祉基金の使い方と

障害者等への新型コロナ対

策支援について 

 

【質問趣旨】 

収束の見通しの立たないコ

ロナ禍のもと、再び感染が拡

大しており障害者や家族、ま

た障害者を支援する事業者の

皆さんの中では緊張感が高ま

っています。 

このような中、今年度予算

で障害者手当廃止後の「下半

期空白期間を埋めるため」と

して積まれた瀬戸市福祉基金

が、今年度中に障害者のため

に使われるのかと当事者の皆

さんは注目しています。 

市民の暮らしと命を守る瀬

戸市の責任において、当事者

の要望や実態に即した支援を

求めて質問します。 

 

 

 

 

 

 

（1）瀬戸市福祉基金の使い

方 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）コロナ禍における障害

者や障害福祉事業所への支

援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 2020年 3月定例会の当初予算では「今年度下半期の空白期間を埋めるため」に瀬

戸市福祉基金を積むと説明がされましたが、今年度下半期の空白期間に対して具

体的に何らかの施策が検討されているか伺います。 

 

② 2020年 3月定例会において「瀬戸市福祉基金は経常事業に充当することはできな

い」と説明されていますが、その根拠を伺います。 

 

③ コロナ禍で困っている障害者や障害福祉事業者へのコロナ支援策に、瀬戸市福祉

基金をあてることはできないのか伺います。 

 

① 約１年前に瀬戸市障害者手当の廃止を巡り議論が開始され、今年の 3月定例会に

て瀬戸市障害者手当の廃止が決まりました。その時と比較しても、障害者の暮ら

しは新型コロナウイルス感染症の影響で大きく変化しています。その変化は、

2020年 9月定例会に「新型コロナウイルス感染症から障害者を守るための請願」

が提出されたことからも当事者にとっては大変切実です。 

この請願の審議の際に、瀬戸市は「国民の生活の安定は一義的には国が果たして

おり、市は状況把握と情報提供を行う」と意見を述べられました。その後、瀬戸

市はどのような方法で状況把握し実態を掴んできたのか、また把握した実態とそ

れに対する認識を伺います。 
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② 9 月議会において提出された「新型コロナウイルス感染症から障害者を守るため

の請願」は議会で否決されました。しかし、厚生文教委員会では賛否が同数、最

終的には議員の 4 割にのぼる 10 名の議員が賛成しました。議会での請願に対す

る審議の経過や結果を、どう受けとめているか伺います。 

 

③ 今年 10月からは毎月の障害者手当が廃止となり「月々2000円 2500円の手当がな

くなるのは大きな痛手だ」など当事者の皆さんから声が届いています。 

例えばインフルエンザワクチン接種費用が、子どもや高齢者、一部の障害者に助

成されることになりましたが、高校生以上の多くの障害者は対象外です。感染時

の重症化リスクの高い障害者の中には主治医から「必ずインフルエンザワクチン

接種するように」と指示される方も少なくありません。コロナ対策として支援拡

充をすべきと考えますが、どう考えるか伺います。 

 

④ 障害福祉事業所の減収は、国や市の制度の対象とならない減収幅の事業所が多い

と聞いています。もともと規模が小さく職員の給与も低い事業所での減収は、事

業の継続に直結します。瀬戸市独自の事業継続支援のように、障害福祉事業所を

対象とした事業者支援策を講じるべきと考えますが、どう考えるか伺います。 
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2.瀬戸市は市内事業者の現状

を把握して実態に即した支

援の強化と継続を 

 

【質問趣旨】 

新型コロナウイルス感染症

の与える事業者への影響は非

常に大きく、収束の見通しは

立たないまま、市内事業者の

中には経営の立て直しや継続

が厳しくなっているところ、

廃業したところもあります。

コロナ禍のもと、市内事業者

の状況把握とスピーディーな

対応が求められます。 

瀬戸市では市内事業者のこ

の間の状況を分析していま

す。この分析は「真のニーズ

を適確に把握し即効性のある

タイミングで実行に移すため

に、全国アンケートから必要

なデータを抜粋して 

 

 

 

 

 

 

(1)市内事業者の実態把握の

方法と認識について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 市内事業者への新型コロナウイルス感染症の影響は、5 月末から 6 月初旬に実施

した瀬戸市の独自アンケート以外では、どのような方法で把握しているか伺いま

す。 

 

② ①によりどのような実態を把握したか伺います。またそれに対する瀬戸市の認識

を伺います。 

 

③ 独自アンケートは 1,934部発送し、612部（31.6％）の回収率と聞いていますが、

アンケートの結果から市内事業者の状況が十分に把握できたかどうか伺います。

また今後のアンケートの実施予定について伺います。 

 

④ 瀬戸市の毎月の分析は、全国アンケートのデータを抜粋していますが、それをも

って瀬戸市の状況を分析するのは困難ではないかと考えますが、どう考えるか伺

います。 

 

⑤ せともの祭の売上が年間の多くを占めている事業者も多数あるのが瀬戸市の特

徴の 1つでもあります。定期的な市内事業者の実態把握が今後の施策の提案や実

施には必要不可欠と考えますが、どう考えるか伺います。 
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支援策や投資策を立案するた

めの検討材料」として瀬戸市

新型コロナウイルス感染症対

策本部でも報告されていると

聞いています。 

新型コロナ感染拡大第 3 波

を前にして、瀬戸市が事業者

の実態や要望に寄り添い、継

続的に事業者を支えていくた

めの準備や方針、瀬戸市の果

たすべき役割を確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）市内事業者の実態につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ①10月 22日付けの瀬戸市の分析では「対前年同月比で減収した企業の割合が 6ヶ月 

②  連続 80％台で推移しており、新型コロナ感染症の拡大に左右されない経済の適応 

③  力が発揮されだしたことを証明する結果」とあります。 

④  しかし、飲食店で言えば、ソーシャルディスタンス確保のために常時空席を設け 

⑤  ており、今後もコロナ前以上に持ち直す見通しは立っていません。 

⑥  瀬戸市ではどのような根拠で「新型コロナ感染症の拡大に左右されない経済の適 

⑦  応力が発揮されだしたこと」が証明できたのか伺います。 

⑧  

② ①に続いて瀬戸市の分析について伺いますが「新型コロナ感染症に関連した企業 

の資金繰りへの救済策・支援策の利用割合が前回調査 70.2％から 69.4％に減少

しており現状の救済策・支援策の需要はほぼ満たされてきたと予測される」とあ

ります。 

しかし、持続化給付金と銀行からの借り入れをしたが、そのまま従業員の給料や

固定費、その他支払いへとあっという間に消えてなくなり再び借金だらけという

声も届いています。瀬戸市は何を根拠に需要が満たされたと判断したのか伺いま

す。 

 

③ このように事業者にとっては回復の兆しや希望がもてない中、10 月 22 日時点の

瀬戸市の分析では「国、自治体、金融機関の各種支援対策の需要はほぼ満たされ

てきたことが明らかになった」「本市独自の新たな経済対策を緊急事態と同様に

実施する必要性は高くない」とあります。市内の事業者の実態は決して瀬戸市の

分析とは一致していないのではないかと考えますが、認識を伺います。 
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（3）瀬戸市独自の事業継続

支援の利用実態について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 市独自の事業継続支援について伺います。約 1500 件の事業者への支援を想定し

予算 3 億 1700 万円が組まれました。11 月 9 日現在で交付決定しているのは、65

件分、2,695 万円と聞いています。予想（予算）を大きく下回っている要因をど

のように分析しているか伺います。 

 

② 市独自の事業継続支援は、前年同月比で売上が 30％以上 50％未満減少した月が

ある事業者に支援金が給付される制度です。市独自のアンケートの結果には

「常々ギリギリで自転車操業の業者は十数％売上が落ちるだけで廃業が見えて

くる」という記述もあるように、困っているのに支援が届いていない事業者が存

在しているのではないかと考えます。対象となるパーセンテージの幅を広げるな

ど、対象者の拡充が必要と考えますが、どう考えるか伺います。 

 

③ 市独自の事業継続支援は、支援金の額が従業員数によって、0 人＝5 万円／1～4

人＝10万円／5～9人＝20万円／10～19人＝40万円／20～29人＝70万円／30人

以上＝100 万円と 6 段階に分れています。従業員数は雇用保険の被保険者の人数

で計算するため、家族 3人で仕事をしていても雇用保険を掛けていないため、支

援金は 3 人＝10 万円ではなく、0 人＝5 万円だったというケースもあります。市

が独自に国の持続化給付金の対象とならない事業者への救済策として事業化し

た趣旨から考えれば、従業員数の条件を緩和し拡充すべきと考えますが、どのよ

うに考えるか伺います。 
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（4）市内事業者の要望に応

えて抜本的な支援策を更に

強化継続すべき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 事業継続支援は年末までの売上に対して申請可能なため、1 ヶ月弱の期間が残っ

ていますが、国の制度を補完する役割は果たせているのかどうか、どう評価して

いるか伺います。また残された期間に、対象者へ漏れなく届けるために取り組む

べき課題を伺います。 

 

① 国は 3次補正の準備をしていると聞いています。市内事業者や組合・団体からも

今後の支援について、瀬戸市に要望が届いているかと思いますが、どのような要

望が届いているのか伺います。 

 

② 今後の市内事業者への新型コロナ対策の方針を伺います。 

 

③ 新型コロナ感染症対策を強化すべきと考えますが財源について伺います。国の 1

次 2次補正で瀬戸市には地方創生臨時交付金が約 11億 2000万円配分されました

が、充当する事業の決算見込みはどれくらいか伺います。 

 

④ これまでの瀬戸市の新型コロナ対策で地方創生臨時交付金の対象とならない支

援策はあったか伺います。あればどのような支援策でいくらの予算だったか伺い

ます。 
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⑤ 瀬戸市の実態をつかむには事業者の生の声を聞くことであり、その声や実態に即

した支援を市民は待っています。どこにどんな支援がいくら必要なのか、そのお

金はどう工面するのか。従来の制度をいかに活用するか。自治体の持っている力

がどれだけ発揮できるかが問われています。年末に向けて資金がショートする、

廃業を決意する事業者が出てくるのではとも予測されています。コロナ禍では常

に市長の政治的判断が迫られると考えますが、瀬戸市の産業、伝統・文化を守る

決意を伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


